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NEWS RELEASE 
2016 年 12 ⽉ 26 ⽇ メドピア株式会社 

－MedPeer会員医師へのアンケート調査－ 

「2016年、最も注⽬した医学・医療界のニュースは？」、 
1位は「新専⾨医制度で混乱、2018年度に延期へ」 

 

 
医師10万⼈以上（国内医師の3⼈に1⼈）が参加する医師専⽤コミュニティサイト「MedPeer（メドピア）」

（https://medpeer.jp）を運営するメドピア株式会社（東京都渋⾕区、代表取締役社⻑：⽯⾒ 陽）は、会員
医師を対象に「2016年、最も注⽬した医学・医療界のニュース」についてのアンケートを実施いたしました。 
 
■調査結果（回答者：MedPeer会員医師4,378⼈、調査期間：2016/11/30〜2016/12/6） 

 
― 総合ランキング ― 

 
順位 回答 ⼈数 割合 

1 位 新専⾨医制度で混乱、2018 年度に延期へ（年初） 1,083 25% 

2 位 オプジーボなど「⾼額薬剤問題」急浮上（2 ⽉） 1,008 23% 

3 位 謎の中毒死、⼤⼝病院事件（9 ⽉） 556 13% 

4 位 「オートファジー」⼤隅⽒にノーベル賞（10 ⽉） 499 11% 

5 位 いらない⼿術・クスリ週刊誌報道で混乱（8 ⽉） 218 5% 

6 位 熊本地震など、全国から災害医療⽀援（4 ⽉以降） 145 3% 

7 位 37 年振りの医学部開設、東北医科薬科⼤（4 ⽉） 137 3% 

8 位 産業医⼤病院、点滴袋に⽳（11 ⽉） 105 2% 

9 位 医師需給、2040 年に 1.8 万⼈過剰に（3 ⽉末） 104 2% 

10 位 診療報酬改定（7 対 1 基準、紹介状なし受診など）（4 ⽉） 83 2% 
 

― 勤務医・開業医別ランキング ー 
 

 勤務医（n=3,622） 開業医（n=756） 

順位 回答 ⼈数 回答 ⼈数 

1 位 新専⾨医制度で混乱、2018 年度に延期へ（年初） 940 オプジーボなど「⾼額薬剤問題」急浮上（2 ⽉） 184 

2 位 オプジーボなど「⾼額薬剤問題」急浮上（2 ⽉） 824 新専⾨医制度で混乱、2018 年度に延期へ（年初） 143 

3 位 謎の中毒死、⼤⼝病院事件（9 ⽉） 468 「オートファジー」⼤隅⽒にノーベル賞（10 ⽉） 92 

4 位 「オートファジー」⼤隅⽒にノーベル賞（10 ⽉） 407 謎の中毒死、⼤⼝病院事件（9 ⽉） 88 

5 位 いらない⼿術・クスリ週刊誌報道で混乱（8 ⽉） 159 いらない⼿術・クスリ週刊誌報道で混乱（8 ⽉） 59 

6 位 熊本地震など、全国から災害医療⽀援（4 ⽉以降） 116 熊本地震など、全国から災害医療⽀援（4 ⽉以降） 29 

7 位 37 年振りの医学部開設、東北医科薬科⼤（4 ⽉） 112 診療報酬改定（7 対 1 基準、紹介状なし受診など）（4 ⽉） 28 

8 位 産業医⼤病院、点滴袋に⽳（11 ⽉） 93 37 年振りの医学部開設、東北医科薬科⼤（4 ⽉） 25 

9 位 医師需給、2040 年に 1.8 万⼈過剰に（3 ⽉末） 79 医師需給、2040 年に 1.8 万⼈過剰に（3 ⽉末） 25 

10 位 柳原病院、医師逮捕事件（8 ⽉） 61 化⾎研、違法製造で再び改善命令（10 ⽉） 17 
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■回答コメント（1〜5位まで⼀部抜粋） 
 
1位 「新専⾨医制度で混乱、2018年度に延期へ（年初）」 1,083名 
 未だにどうなるのか決まっていないようで現場でいつから必要になるのか？取る必要があるのか？判断できなくて困り

ます。（50代、総合診療、勤務医） 
 新専⾨医制度案⾃体に驚きましたが、多くの医師の反対意⾒にもかかわらず、「廃⽌」とならず単に「延期」となった

のは誠に残念です。（70代、健診・予防医学、勤務医） 
 やはり新専⾨医制度の混乱で医療現場でも混乱が起こっています。（50代、神経内科、開業医） 
 今後の展開次第では、医療崩壊への最後の⼀撃になりかねません。若い先⽣⽅がかわいそうです。（50代、⼀般内科、

開業医） 
 結局のところ、患者さんにとってのメリットなど考えていない、官僚の私利私欲のための変更としか思えません。（30

代、代謝・内分泌科、勤務医） 
 

2位 「オプジーボなど「⾼額薬剤問題」急浮上（2⽉）」 1,008名 
 ⼀番気になった。個⼈的には薬価の決定⽅法について知るいい機会になったが、決め⽅には⼤いに問題があるとよくわ

かった。（30代、泌尿器科、勤務医） 
 やはり、医薬品の⾼騰が保険制度の維持に与える影響について現実を突きつけられた⼤きな事件だったと思います。（30

代、整形外科・スポーツ医学、勤務医） 
 年間3500万円の薬ってなんでしょう？医療費削減のためにジェネリックに変更するのがバカバカしく思えてきました。

（50代、⼀般内科、開業医） 
 このような⾼額医療が保険認可もびっくりだが、政治の思惑で半額に値下げされ、適価とはいったいなんだろうと思っ

た。（50代、眼科、開業医） 
 
3位 「謎の中毒死、⼤⼝病院事件（9⽉）」 556名 
 このような事件があると、今後さらに医療者側への⾵当たりが強くなるのではと感じました。病院前で出勤時にインタ

ビューに答えている医師の姿がかわいそうでした。（30代、眼科、勤務医） 
 善意に基づいて働いている医療に、このような悪意が⼊ると回避しようがない。対応は、点滴や薬品を鍵付きの部屋で

管理し、監視カメラを付けるしかなく、仕事効率が⾮常に落ちた。（40代、在宅医療、勤務医） 
 犯⼈が今もどこかで⻁視眈々と次の犯⾏を伺っていはしないか、また、模倣犯がでても犯⾏⾃体気づきにくいという点

でインパクトがあった。（50代、⼀般内科、開業医） 
 
4位 「「オートファジー」⼤隅⽒にノーベル賞（10⽉）」 499名 
 恥ずかしながらオートファジーという⾔葉を初めて聞きました。その後の報道やインターネットの情報をみると、臨床

医でも⼤変興味深かった。（70代、腎臓内科・透析、勤務医） 
 ⼤隅先⽣のノーベル賞は、改めて基礎研究の重要性を⽰すものでした。⼭中伸弥先⽣の時とは違う⼤きな意義があると

思います。（40代、その他、勤務医） 
 オートファジーの解明が新たな治療の開発につながると思われるので更に医者として働く意欲がわいてきました。（70

代、リウマチ科、勤務医） 

 「2016年、最も注⽬した医学・医療界のニュースは？」の募集に対し4,378⼈の医師が回答し、1位は
「新専⾨医制度で混乱、2018年度に延期へ（年初）」（1,083⼈）となった。2位は「オプジーボなど「⾼
額薬剤問題」急浮上（2⽉）」（1,008⼈）、3位は「謎の中毒死、⼤⼝病院事件（9⽉）」（556⼈）であった。 

 
 勤務医・開業医別のランキングにおいては、勤務医では「新専⾨医制度で混乱、2018年度に延期へ（年

初）」が、開業医では「オプジーボなど「⾼額薬剤問題」急浮上（2⽉）」が1位に選ばれた。また、勤務
医のみでランクインしたのは「産業医⼤病院、点滴袋に⽳（11⽉）」「柳原病院、医師逮捕事件（8⽉）」、
開業医のみでランクインしたのは「診療報酬改定（7対1基準、紹介状なし受診など）（4⽉）」「化⾎研、
違法製造で再び改善命令（10⽉）」であり、より⾃⾝に関係のあるニュースが選ばれた。 
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5位 「いらない⼿術・クスリ週刊誌報道で混乱（8⽉）」 218名 
 とても迷惑している。不安を煽って発⾏部数を伸ばすつもりなのか？飲まなかった時のデメリットについても触れない

のが、公平性に⽋ける。出版社のもうけ主義を象徴しているようだ。（50代、⼀般内科、勤務医） 
 患者さんの中には、これらの記事の影響で薬をやめてしまった⽅もいる。休薬後の検査でビックリするほどの値になっ

たためやはり服⽤したいとの申し出をされた。（60代、代謝・内分泌科、勤務医） 
 たかが週刊誌と思っていたが、マイナスの影響⼒が実際の医療現場でハンパなかった。（50代、⼀般内科、開業医） 
 
■調査概要 

調査期間：2016/11/30 〜 2016/12/6 
有効回答：4,378⼈（回答者はすべて、医師専⽤コミュニティサイトMedPeerに会員登録をする医師） 
調査⽅法：MedPeer内の「ポスティング調査」コーナーにおいて、事務局より以下の質問を投げかけました。 

 
2016年も残すところ、1カ⽉となりました。医学・医療界が⼤いに湧いたあのニュース、医療界に変⾰を迫るあ

の⼤議論など。振り返れば2016年も何かと変化に富んだ、にぎにぎしい1年となりました。 
さまざまな医療ニュースが報じられた中で、皆さまはどのニュースに関⼼を抱きましたか？ 最も注⽬したニュ

ース（トピック）を下記選択肢の中から1つお選びください。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■引⽤・転載時のお願い 
本調査結果の引⽤・転載時には、必ず下記のとおりクレジットを明記いただけますようお願い申し上げます。 

 医師専⽤コミュニティサイト「MedPeer」調べ、と明記ください。 

 WEB上での引⽤に際しましては、「MedPeer」に https://medpeer.jp へのリンク付与をお願い致します。 

 
 
 
【メドピア株式会社について】 
「Supporting Doctors, Helping Patients.」をミッションとして、医師同⼠が臨床経験を共有する医師専⽤
のコミュニティサイト「MedPeer」を運営。現在10万⼈以上の医師（⽇本の医師の3⼈に1⼈）が参加し、医
薬品や疾患に関する医師の”集合知”を形成。グループ全体では、オンライン医療相談プラットフォーム「first 
call」や、管理栄養⼠によるパーソナルダイエット指導サービス「ダイエットプラス」を展開。医師プラット
フォームを基盤に、医師向けの臨床⽀援サービスや⼀般向け健康増進・予防サービスを展開し、「医療の再発
明」を⽬指す。 
参照URL：https://medpeer.co.jp/ 
 
 

本件に関するお問い合わせ先 
メドピア株式会社・広報担当 藤野｜電話：03-6447-7961｜メール：pr@medpeer.co.jp 

 

1. 新専⾨医制度で混乱、2018年度に延期へ（年初） 
2. オプジーボなど「⾼額薬剤問題」急浮上（2⽉） 
3. 医師需給、2040年に1.8万⼈過剰に（3⽉末） 
4. 37年振りの医学部開設、東北医科薬科⼤（4⽉） 
5. 診療報酬改定（7対1基準、紹介状なし受診など）（4⽉） 
6. 熊本地震など、全国から災害医療⽀援（4⽉以降） 
7. 消費増税再延期、医療財源はシワ寄せ（6⽉） 
8. ⽇医会⻑選、横倉⽒が3選（6⽉） 

9．⽇本の医療費、対GDP⽐11.2％に（6⽉） 
10. いらない⼿術・クスリ週刊誌報道で混乱（8⽉） 
11. 国際医療福祉⼤の医学部新設認可（8⽉末） 
12. 謎の中毒死、⼤⼝病院事件（9⽉） 
13. 化⾎研、違法製造で再び改善命令（10⽉） 
14. 「オートファジー」⼤隅⽒にノーベル賞（10⽉） 
15. 産業医⼤病院、点滴袋に⽳（11⽉） 
16. その他（具体的にご記⼊を） 
 


